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2016 年度第 6回ＮＰＯ法人共同保存図書館・多摩理事会 

 

１ 日 時：2017 年 2月 22日（金） 午後 6時 30分から 

２ 場 所：立川市柴崎学習館 和室（2階） （立川市柴崎町 2-15-8） 

３ 議決権のある理事：8名、出席理事：5名 

出席者：座間直壯、齊藤誠一、田中ヒロ、手嶋孝典、堀渡 

  欠席者：清田義昭、平山惠三、矢崎省三  

事務局： 

 

４ 報告及び協議事項 

（１）第１号議案 会員の動向について【報告】  

・2016 年 1月 31日現在  

正会員 91 名 2団体  賛助会員 42 名 1団体 合計 136 名・団体  

・1月 6日 正会員 1名入会 

・1月 27日 正会員 1団体退会 

・1月 31日 正会員→賛助会員へ切り替え 1名 

・1月送付の通信に会費未納者へ、会費入金のお願いを同封した。 

 

       

 

（２）第２号議案 第 28回多摩デポ講座『国立国会図書館の蔵書デジタル化計画とまちの図書館、読

書の未来』パート２について【報告・協議】 

   ・11月 14日のパート１に引き続き、徳原直子氏を講師に、2月 3日(金)、夜 6時 30分より、

国分寺労政会館 3階第 3会議室で開催した。 

・事前に講師に聞きたいことなどを連絡した。講師からはレジュメデータの追加、更新をいた

だいた。 

・現役職員の参加を促す広報が課題であり、多摩地域公立図書館大会でチラシを配布した。 

・参加者は 23 人だった。大勢は集まられなかったが、図書館協議会委員、現役の図書館長、

大学生、就職一年目の図書館員も参加していた。 

・お話の基本は国立国会図書館（ＮＤＬ）の広範なデジタル関係事業を概観する内容だったが、

2度目ということもあり伝わりやすかった。更新されたレジュメデータをＨＰで公開した。 

・出版物の現物収集について、収集に努めているＮＤＬの所蔵は、実は毎年の国内全出版量の

何パーセント程度なのか、国内の他の図書館の蔵書と重ね合わせればどう補えるのか、それ

でもカバーできていない出版物の存在など、国内の全出版物と全図書館の活動を俯瞰する見

方の必要性が参加者を交えて語られた。 

・ＮＤＬで未所蔵な書籍なら、ＮＤＬに寄贈（送付）すれば個人からでも図書館からでも受け

入れてもらえる（ただし、個人貸出をしないＮＤＬの蔵書となる）。このことは歯止めの選

択肢の一つとして考慮していけるだろう。 

・内容は好評で、ＮＤＬの事業を継続して研究する必要もあるが、当面、多摩デポでさらにＮ

ＤＬ関係の講座を企画するかどうか。むしろ館長会等で、広く図書館職員向けの啓発講座を

してもらうこともいいのではないか。講師に来ていただけるだろう。 

・次号の「多摩デポ通信」での紹介等のため、講座の要約をまとめる必要がある。参加者の感
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想を書いてもらう必要などもある。 

 

 

（３）第３号議案 第 29回多摩デポ講座『新都立多摩図書館の施設見学会』について 

【報告・協議】  

・東京都立多摩図書館が 1月 29日、国分寺市内（ＪＲ西国分寺駅近く）に移転、開館した。 

・多摩デポという団体として、同館のバックヤードツアーを 3月 6日（月）2時～3時の時間に

行ってもらうことを同館に依頼した。参加人数は 15～20 人程度と伝えた。 

・同館自身が、2月、3月に曜日を変えつつ 4回、バックヤードツアーを予定し、10名程度の参

加者を募集中である。 

・下見のため他団体の主催したツアーに参加してきたが、前後にセミナールームを使い、説明や

質疑を受けてくれた。（ツアーは 1時間 30分くらいかかった。）  

・多摩地域公立図書館大会でチラシ配布をしたこともあり、当日の参加人数が読めずにいる。 

 

 

（４）第４号議案 (株)カーリルとの共同研究について【報告・協議】 

    ・定例会を 1月 19日（木）に行なった。次回は 3月 9日（木）に開催となる。 

・昨年夏、西東京市で除籍候補となっていた約 7000 件の蔵書資料の大量の検索作業を依頼され、

検索結果をお戻ししている資料の、その後の同市での除籍処理は、3分の 2が終了。1～2月の

曝書までには全部が終了の予定と聞いている。その後はどうなったか？ →問い合わせる 

・TAMALAS の改良の課題について 

・青梅市の検索で起こっていた不安定な結果への対応 →原因がわかり解決した 

・TAMALAS 活用マニュアルの作成とＨＰへの表示(1/19 定例会で検討、その結果を、齊藤が持ち

返り中、次回に再提出の予定)。 →案が配布された 

・ISBN の付与されていない資料の同定についての研究の継続。 

・昨年の西東京市の大量資料の検索作業時に、ISBN なし資料を人力で同定した時の判断基準

を、もう少し整理する。 

   ・TAMALAS の一括検索で、ＮＤＬの所蔵データも結果を出せるように出来ないか、カーリルに相

談する。 

※当面の課題は 

（１）マニュアルの件 →齊藤対応 

（２）大量一括処理 →日野市と国分寺市のデータでも検証しながら、現行のどのシステムに

も対応する大量一括処理の仕組みを検討する 

（３）多摩地域説明会第 2回の具体化 →齊藤対応 

 

 

（５）第５号議案 ２０１７年度総会の準備について【報告・協議】  

 ①総会開催の日時、会場 

   5 月 21 日(日) 午後 2時～3時 国分寺労政会館 第 1会議室（地下）会場確保済み    

②役員改選について 

・現役員は 2015 年 5月 31日に就任で任期は 2年。したがって次の総会時には、任期満了改選

（予選）                   。 
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 ③総会記念講演会の企画案 

 → いくつかの案を検討中、事務局で折衝し早めに決定する。    

     ・「2017 年度通常総会議案書」（別紙）の検討 

・事務局からの提案を点検した。 

 

 

（６）情報交換 

・多摩デポブックレット第 11号（福嶋聡氏の講演録）の進捗状況について 

・都立多摩図書館への「多摩デポ」の要望・提案について 

   多摩デポ関連のメディア掲載等 

・『みんなの図書館』3月号  p62-70  

         「各地のたより 多摩デポ講座「私の図書館での仕事、そして多摩六都連携」の実施報告」 

堀渡 

【読売新聞 多摩版コラム「週刊たま手箱」】  

・2月 15日  「希少本保存 図書館共同で」 （堀渡） 

   

★ 次回の理事会       2017 年 4月 20 日（木）  午後 6時 30分    

☆ 次回の事務局会議    2017 年 3月 6 日（月） 午後 4時～6時            

                       ※ 多摩デポ講座(見学会)終了後に行う 

★ カーリルとの共同研究 第 21回定例会  

3 月 9日(木)  午後 6時 30分～  国分寺労政会館 第２会議室 

 

５ 議事録署名人の選任 

  議事録署名人として２名を選任することを諮り、齊藤誠一理事、手嶋孝典理事を選任すること

を全員異議なく承認した。 

 

以上、この議事録が正確であることを証します。 

 

 

2017 年 2月 22日 

 

議長       

 

議事録署名人   

 

議事録署名人  


